
令和６年度地域内景況感調査アンケート結果報告③ 

【調査結果について（N＝1６）】 

11月、12月に行った地域内景況感調査アンケート結果について報告いたします。 

今回の調査は、南三陸町の基幹産業である水産業の水揚げ不振が続く中、会員事業所がどのような 

景況にあるのかを巡回訪問にて調査。６割以上の事業所で売上高が減少、３割が不変と回答してい 

る事業所もコロナ禍以降すでに売上が減少しているため、実質９割超の事業所が売上不振に苦慮し

ている様子だった。販売数量は物価高騰に加え水揚げの減少などにより約９割が減少。一方で販売

単価は同様の理由で約６割が上昇、原材料・商品仕入単価についても約９割が上昇となっている。

このような状況から経常利益は売上と同様に不変、悪化を併せた９割超が厳しい経営を強いられて

いる。資金繰りについては、約９割超が不変、悪化と回答し、資金繰りに不安を感じている様子だ

った。今後、更に景況が悪化すれば、リスケなど既存債務返済の見直し相談が多くなるものと懸念

される。また、現在懸念される経営リスクについては、物価高騰が最も多くなっており、次いで漁

獲量、種類の変化、自然災害となっている。また、資金繰りやケガ・病気に対する備えなども懸念

している様子だった。リスクに対する取組みについては約９割が取組んでいないとの回答。商工会

が取扱うリスクマネジメント支援についてはケガ・病気などの共済が最も多い結果となった。 

今回の巡回を通じて基幹産業である水産業の水揚げ不振は南三陸町内の消費に大きな影響を与えて

いることが分かった。また、会員事業所は国際情勢や気候変動など先行きが見えない現状に大きな

不安を抱えている様子だった。 
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増加 不変 減少 

増加 不変 減少 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上昇 不変 低下 

低下 上昇 不変 

好転 不変 悪化 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.経営リスクについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.経営リスクへの取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【複数回答】 

好転 不変 悪化 



4.商工会が取り扱うリスクマネジメント支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【複数回答】 


